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理
事
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評
議
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第
三
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解
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こ
の
度
、
本
協
議
会
の
理
事
・
評
議
員
は
理
事
会
並
び
に
評
議
員

会
の
議
決
を
経
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
・
評
議
員
は
町
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
効
率
的
な
運
営
と
組
織
的
活
動
を
促
進
し
、
地
域
に
お
け
る
社

会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
の

運
営
に
あ
た
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ま
す
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副
会
長

理
　
事

監
　
事
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員

【
任
　
期
】

　
　
令
和
６
年
度
の
定
時
評
議
員
会
ま
で

【
任
　
期
】

　
　
令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
４
年
７
月
31
日
ま
で

【
任
　
期
】

　
　
令
和
２
年
６
月
１２
日
か
ら

　
　
令
和
４
年
６
月
１１
日
ま
で

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
の
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改

選
に
伴
い
、
理
事
の
皆
様
の
ご
推
挙
と

ご
賛
同
を
賜
り
、
会
長
と
し
て
の
要
職

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地

域
福
祉
の
充
実
・
発
展
に
向
け
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
、
地
域
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
生
活
様

式
の
変
化
等
に
よ
り
、
近
所
付
き
合
い
も
以
前
ほ
ど
活
発
で
な

く
な
り
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
悩
み
を
抱
え
る
世
帯
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、
生
活
困
窮
と
社
会
的
孤
立
な
ど
も

加
わ
り
、
世
帯
や
地
域
社
会
の
抱
え
る
課
題
は
、
多
様
化
・
複

雑
化
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
施
策
の
一
部
と
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
町
民
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
、
笑
顔
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
「
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
を
設
置
し
、
地
域
の
課
題
解
決
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、

支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
、
子
育
て
環
境
整
備
、
支
援
策
の
充
実
、
若
い

方
々
の
町
づ
く
り
へ
の
参
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
皆
様
が
主
体
的
に
課
題
を
把
握
し
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
暮
す
地
域
に
目
を
向
け
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す

る
に
は
、
何
が
必
要
か
地
域
全
体
で
考
え
な
が
ら
、
当
協
議
会

と
し
て
も
、
多
様
な
地
域
社
会
の
課
題
等
に
対
し
ま
し
て
、
地

域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
大
切
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
地
域
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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遺 志
篤 志

善意のご寄付ありがとうごいました

防災備蓄品の寄贈

 『社会福祉のためにお役立てください』と、社会福祉協議会に対し多くの方々より多額のご
寄附をいただきました。お寄せいただいた浄財は、社会福祉事業の資金として役立たせてい
ただきます。
今回は令和３年２月から令和3年５月までにご寄付いただいた皆様のご芳名を掲載させていた
だきます。（敬称略）

 株式会社ユアテック様より、自社で保有する防災備品について県内での有効活用を目的に県
社協への寄贈の申し入れがありました。小野町社協では3月8日、須賀川営業所様より、レス
キューフーズシチュー、牛丼の寄贈がありました。

草　野　浩　志（中　通）
渡　邊　貞　雄（本　町）
酒　井　義　明（谷津作）
鈴　木　清　訓（小野赤沼）
吉　田　昌　良（飯豊中）
吉　田　好　宏（反　町）
鈴　木　義　幸（浮　金）
琴　田　尚  登（荒　町）
鈴　木　章　己（塩庭一区）
蒲　生　敏　博（谷津作）
會　田　秀　治（反　町）
松　本　三　男（湯　沢）
板　橋　　肇　（吉野辺）
二　瓶　章　一（上羽出庭）
上　野　潤　平（荒　町）
折　笠　裕　之（小戸神）
遠　藤　吉　彦（横　町）
新　妻　　進　（小戸神）

今　泉　嘉　博（湯　沢）
渡　邊　幸　一（飯豊中）
郡　司　一　弘（荒　町）
宗　像　弘　一（飯豊中）
古　川　広　道（平　舘）
吉　田　哲　也（谷津作）
宗　像　良　仁（南田原井）
先　﨑　明　男（夏　井）
山　口　正　人（谷津作）
遠　藤　リ　カ（皮籠石）
小　坂　美　幸（反　町）
水　野　長三郎（平　舘）
長久保　久　生（湯　沢）
牧　口　髙　司（仲　町）
鈴　木　清　孝（仲　町）
吉　田　　示　（塩庭一区）
深　井　雄　太（吉野辺）

（故義父　宗　像　光　）
（故　母　渡　邊　キ　ン）
（故祖母　吉　田　優　子）
（故叔父　渡　邊　俊　行）
（故　父　吉　田　正　一）
（故　父　吉　田　輝　好）
（故　母　鈴　木　マサ子）
（故　母　琴　田　悌　子）
（故　父　鈴　木　好　吉）
（故義父　竹　田　博　美）
（故　妻　會　田　マ　キ）
（故　父　松　本　令　己）
（故　父　板　橋　正　六）
（故　父　二　瓶　良　一）
（故祖母　塔　﨑　テ　ル）
（故　父　折　笠　邦　彦）
（故義父　秋　元　光　一）
（故　父　新　妻　知　定）

（故　父　今　泉　博　良）
（故　父　渡　邊　文太郎）
（故　母　郡　司　房　子）
（故　母　宗　像　トキヨ）
（故　父　古　川　征　利）
（故　父　吉　田　昌　二）
（故　父　宗　像　英　直）
（故　母　先　﨑　三代子）
（故　母　山　口　美栄子）
（故　父　遠　藤　勝　義）
（故　夫　小　坂　勝　義）
（故義母　遊　佐　スミイ）
（故　母　長久保　節　子）
（故　父　牧　口　髙　義）　
（故　父　鈴　木　清　一）
（故　母　吉　田　キ　ヨ）
（故　母　深　井　正　子）

佐藤　奈美子（反町）

小野町社会福祉協議会 職員募集小野町社会福祉協議会 職員募集
採用職種　看護職員（正職員）
募集人数　若干名
応 募 資 格 　看護師

●応募方法／

●試験内容／ 教養試験、面接試験

指定の申込用紙は、小野町社会福祉協議会で交付します。ホームページからのダウンロードまたは郵送でも請求は可能です。
郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「受験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った自分宛の返信
用封筒（角型2号）を必ず同封してください。

採用職種　介護支援専門員（正職員）
募集人数　若干名
応 募 資 格 　介護支援専門員
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　かつて地域社会は、住民一人ひとりの様々な活動の場であり、同時に地域や家庭などの生活の場と
して支え合いの機能が存在しておりましたが、高齢化や人口減少、価値観の多様化などから地域社会
が有していた支え合いの基盤が弱まってきております。また、支援を必要とする高齢者や生活困窮世帯
の増加、子育てと介護などの複数の課題を抱え複合的な支援を必要とする状況もみられ、対応の難し
さも増してきております。　更に、人口減少は地域社会の構成員を減少させ、高齢者世帯の増加、生活
環境、就業構造など様々な分野への影響が顕在化しております。
　地域社会が大きく変化する中、それぞれの地域において安心して暮らし続けるためには、地域におけ
る地域関係の強化や住民組織との連携を深め、地域住民が主体的に参加し支え合う「新たな支え合
い」の仕組みづくりが必要とされております。
　本会におきましては、地域支え合いの推進、生活困窮者への相談支援をはじめ多様な地域福祉課題
や障がい者（児）の自立支援に関わる事業等に対しまして、社会福祉協議会としての柔軟性や即応性
を活かし、地域住民に寄り添った対応に努めております。
　今後、これまでの取り組みを基本といたし、更に地域や隣組が抱える様々な課題解決へ向けた取り
組みや、隣組を単位とした地域に密着した見守りネットワークづくりなど、地域住民が主体的に地域課
題に取り組む組織体制づくりに取り組んでまいります。
　また、サロン事業におきましては、地域における支え合い事業として定着しつつありますので、サロン
活動の充実とサロン開設に努めてまいります。
　一方、介護保険事業についてでありますが、新型コロナウイルス感染症は依然収束には至らず、感染
防止対策、デイサービスの利用控えなど事業運営は厳しい状況にありますが、本会の重要なサービス
の一つでありますので、引き続き感染防止に努め、利用者の皆様が安心して利用できる施設運営に努
めてまいります。
　なお、町からの受託事業であります介護予防・日常生活支援総合事業に関しましては、事業受け入れ
のデイサービスにおきまして、課題整理が必要とされる時期を迎えておりますので、適正な介護予防事
業の受け入れに努めてまいります。

基　本　方　針

令和3年度　事業計画令和3年度　当初予算

収　入

支　出

デイサービス利用料
居宅介護支援事業介護報酬
地域包括支援センター事業報酬

介護保険事業

県・町受託金

寄付金

共同募金配分事業

会費

補助金

事業収入

その他

取崩事業収入

障がい者相談支援事業

地域包括支援センター事業受託金
相談支援事業受託金

皆様方からのご寄付

サービス利用支援費

県共同募金会配分金

一般会費（一世帯300円）

あんしんサポート活動費助成金

あんしんサポート活動費

預金利息等

積立金取崩収入

140,026,000円

27,823,000円

2,886,000円

2,504,000円

1,154,000円

874,000円

1,732,000円

126,000円

38,000円

13,554,000円

190,717,000円合計

ボランティアセンター
事業

地域包括
支援センター事業

法人運営事業

居宅介護支援事業

地域福祉基金積立金

共同募金配分金事業

地域福祉事業

障がい者相談支援事業

社会福祉協議会運営費用

居宅介護支援センター運営費用

障がい者相談支援事業所運営費用

23,200,000円

1,154,000円

3,000,000円

111,000円

2,129,000円

190,717,000円

デイサービスセンター
事業 デイサービスセンター運営費用

地域包括支援センター運営費用

ボランティアセンター運営費用

次期の地域福祉事業への積立

福祉団体・小中学校ボランティア
活動助成金等

福祉関連団体への助成金
寝具丸洗い乾燥消毒サービス事業
訪問理髪サービス事業　等

100,087,000円

29,874,000円

23,832,000円

7,330,000円

合計

デイサービスセンター
事業

100,087,000
52.48％

法人運営事業
29,874,000
15.66％

居宅介護支援事業
23,832,000
12.50％

障がい者
相談支援事業
7,330,000
3.84％

共同募金
配分金事業費
1,154,000
0.61％

地域福祉事業
3,000,000
1.57％

ボランティアセンター
事業

111,000
0.06％

地域福祉基金
積立金

2,129,000
1.12％

地域包括
支援センター事業
23,200,000
12.16％

介護保険事業
140,026,000
73,42％

県・町受託金
27,823,000
14.59％

寄付金
2,886,000
1,51％

障がい者
相談支援事業
2,504,000
1.31％

共同募金配分
1,154,000
0.61％

会費
874,000
0.46％

補助金
1,732,000
0.91％

事業収入
126,000
0.07％
その他
38,000
0.02％取崩収入
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　かつて地域社会は、住民一人ひとりの様々な活動の場であり、同時に地域や家庭などの生活の場と
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訪問理髪サービス事業のご紹介

ボランティア活動保険

日本赤十字社への
ご協力ありがとうございました。

デイサービスセンターだより
　「出張理髪サービス事業」を「訪問理髪サービス事業」として、本年度より実施することになりました。実
施内容は以下の通りです。

●対　象　者 ①要介護 4 又は要介護 5 と判定された 65 歳以上の寝たきり若しくは寝たきりの生
活が主体となっている在宅高齢者

 ②身体障害者手帳 1 級又は 2 級の交付を受けている在宅障がい者

●サービス内容 訪問理髪店が利用者宅を訪問し無料で散髪を
 行います（散髪のみ）

●利 用 回 数  年 4 回（3 ヶ月に 1 回）

詳細については当協議会までお問い合わせください。

　ボランティア活動保険はボランティアがボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の事故によりケガ
をされた場合や、偶然な事故により他人にケガをさせたり、他人の物をこわしたりしたことにより法律上
の賠償責任を負われた場合に保険金をお支払いします。年間保険料は以下の通りです。

◆ボランティア自身の食中毒（Ｏ－157 など）や特定感染症も補償します。
◆熱中症（日射病や熱射病）も基本タイプで補償の対象となります。
◆天災タイプでは、基本タイプにおける補償に加え、天災（地震、噴火または津波）によるケガも補償し

ます。（賠償責任の補償は基本タイプと同じです。）
　また、活動日を限定する「ボランティア行事用保険」などもあります。

　赤十字事業には、皆さまからあたたかいご理
解・ご協力をいただきありがとうございます。日
赤社資は、災害救護・医療事業・血液事業・赤
十字奉仕団活動・各種講習会や国際活動などに
有効に活用されます。
　これからも、ご理解・ご協力をいただきますよ
うお願い申し上げます。

（１名あたり）
保険料

基本タイプ
３５０円

天災・地震補償タイプ
５１０円

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

日
赤
社
資

日
本
赤
十
字
社
へ
送
付

◯国内災害救護　
◯国際活動
◯血液事業　
◯赤十字病院
◯救急法等の講習会
◯看護師等の育成　
◯社会福祉
◯青少年赤十字
◯赤十字ボランティア

社資の使い道

　デイサービスセンターでは年間を通し四季折々の行事（お花見、夏祭り、敬老会、クリスマス会など）や、
季節に合わせた食事を楽しんでいただいています。午前はゆったりとした時間を過ごしていただき、入浴
や指先を使った簡単な運動などを行っています。
　午後はおやつ休憩や全体でのレクリエーションなどを行っています。

デイサービス紹介

体調チェック
（バイタルチェック） 入浴デイサービス到着

昼食

お昼寝おやつ

食事前の体操

送迎出発

朝の送迎

レクリエーション

9：15 9：30

16：20 12：00

　4 月より少しずつ春の暖かさを感じられるようになり、施設周辺で
お花見さんぽや健康体操などを行いました。
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範を遵守し、保有する個人情報の保護に努めます。
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小野町社会福祉協議会

小野町地域包括支援センター

●警察署
●
総
合
病
院○小野町指定相談支援事業所 TEL 0247- 61-6101

FAX 0247-71- 0471

○小野町デイサービスセンター TEL 0247-72-6777
FAX 0247-72-6790

○小野町地域包括支援センター
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木111

TEL 0247-72-2128
FAX 0247-61-6102

○小野町居宅介護支援センター TEL 0247-72-6377
FAX 0247-71- 0471

社会福祉法人小野町社会福祉協議会
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字美売57番地１
TEL 0247-72- 6866　FAX 0247-71- 0471
MAIL ono-shakyo@sunny.ocn.ne.jp

小野町地域包括支援センター
ち いき ほう かつ し えん

　地域包括支援センターは、小野町から委託を受けて、高齢者の皆さんが住み慣れた
地域で安心した生活を続けられるように支援を行う機関です。

さまざまな相談ごと
★　高齢者の皆さんやその家族など
から、さまざまな相談をお受けしま
す。
★　毎日の生活の中で困っていること
や、心配なこと、相談したいことはあ
りませんか？

権利を守ること
★　財産管理が不安になってきた
★　悪質な訪問販売にお困りのとき
★　虐待の早期発見・防止
　　「もしかしたら」と思ったら、ご連
絡、ご相談ください。

暮らしやすい地域のために
★　皆さんが住み慣れた地域で、安心
して暮らせるよう、サービス提供事
業者への支援や、さまざまな職種、
機関と連携するための地域のネット
ワークづくりを進めます。

介護や健康づくりのお手伝い
★　要支援 1・2 と認定された方への
支援

★　生活機能の低下がみられた方への
支援

　　その他高齢者の皆さんへの支援
を行います。

お気軽にご相談ください！




